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 Ｚ会進学教室 葛⻄通信 12⽉号 
 葛⻄教室に通う本科⽣の皆さんは、以下の四点を⼼がけるようにしましょう。 

 １ 進学塾に通う中学⽣としての⾃覚を持つこと。 
 ２ 信頼の⼟台となるあいさつをきちんとすること。 
 ３ 書くことを⼤切にし、ノートをしっかりとること。 
 ４ ⾃習室を上⼿に利⽤し、⾃分で考えてもわからないことは遠慮なく先⽣に質問すること。 

              葛⻄教室の卒業⽣の声をお届けします。 

 「三⽇坊主のすゝめ」 

    はじめまして。今回葛⻄通信を書くことになりました、G.I.と申します。 

  軽く⾃⼰紹介をしますと、慶應義塾⼤学の経済学部に通っている3年⽣（20歳）です。 
 葛⻄教室には⼩学6年⽣の頃から通い、そのまま⾼校3年⽣までお世話になりました。 
 ちょうど僕が⼩学6年⽣の頃から、葛⻄教室では⼩学⽣の受け⼊れを始めたらしいので、 
 ⼀番の古株です︕試験監督をちょこちょこやらせていただいているので、もしかすると皆さん 
 も⾒覚えがあるかもしれませんね。 

  さて、葛⻄通信を書いてくれと頼まれ、テーマにものすごく悩みました。僕らしさというか、⼤学⽣だからこそ 
 伝えられることがないかなぁ、と思い、今回はこのテーマについて書こうかと思います。 

  ズバリ、『三⽇坊主のすゝめ』です。 

  この『三⽇坊主のすゝめ』というテーマを通して、僕は「⾃分の『好き』の⾒つけ⽅」をお伝 
 えしたいと思っています。変なテーマを書こうとしてやがるな、と皆さんお思いでしょう。わか 
 ります。⾊々と遠回りをし、拙い⽂章だと思いますが、読んでいただけたら幸いです。 

  まず、「⾃分の『好き』を⾒つける⼒」の重要性についてお伝えしようと思います。 

  現在、⼤学3年⽣なので、僕や周りの同年代の⼈たちは就職活動を⾏っていま 
 す。⾯接を受けたり、どんな企業があるのかなぁと調べたりしています。 

 就  活  は、  ⾃  ⼰  分  析、  つ  ま  り  ⾃  分  と  向  き  合  う  こ  と  を  強  制  さ  せ  ま  す。  ⾃  分  は  ど  ん  な  企 
 業に⾏きたいのか︖⾃分の好きなことはなんなのか︖⾃分のやりたいことは︖そ 
 もそも⾃分はどうやったら幸せを感じることができる︖などなど。いわゆる「就 
 活の軸」というやつですね。これがなければ、就活は上⼿くいきません。軸がな 
 く、偏ったコマは上⼿く回らないのと同じです。 
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  そして、この「⾃分と向き合う⼒」は就活だけではなく、⼈⽣において⼤事な⼒だと僕は思います。 
  ⾃分は何をやりたいのか︖⾃分の幸せはどうすれば得られるのか︖ 
  ⾃分と向きあわないが故にこのような軸がない⼈は、⼈⽣において『⾃分の幸福』を感じることが難しいと思い 
 ます。軸がなければ、世間や周囲の⼈々の意⾒に流され、⼤衆的でステレオタイプな幸福を、あたかも⾃分の幸せ 
 のように錯覚してしまいます。固定観念に囚われ、視野狭窄に陥っています。少しばかり⾔い過ぎたかもしれませ 
 んが、僕は強く思います。⼈が「本当の意味での幸福」になるためには、⾃分と向き合い、⾃分の『好き』を⾒つ 
 ける必要があると。 

  さて、ここで少しばかり、いや、だいぶ⾃分語りをします。 
  僕はトランプゲームのポーカーが好きです。テキサスホールデム、という種類のポー 
 カーを⾼校2年⽣からやっています。ポーカーは運だけのゲームではなく、ナッシュ均衡と 
 いう数学的正解がある、実⼒が関係するゲームです。そして僕はポーカーの勉強を結構し 
 ていて、⼤学⽣になってからは、⼀時期ポーカーで⽣計を⽴てていました。⻑期休みに1⼈ 
 で海外のカジノを⼀ヶ⽉以上転々として稼いでいたこともあります。 
  もしかするとポーカー好きな⽅がいるかもしれないので、ささやかな⾃慢をすると、世界のヨコサワさんやじぇ 
 いそるさん、堀内正⼈さんなどと⼀緒にポーカーをしたり、ご飯を⾷べたこともあります（伝わらない⼈ごめんな 
 さい︕）。それくらい、さまざまな海外カジノを転々とし、ポーカー漬けの毎⽇を過ごしていました。 

  （↓⼈⽣で1番勝った⽇の写真です。〇⼗万くらいのお⾦が、この⼩さいチップになります。最初はチップを持 
 つのもめっちゃ怖かったです。笑） 

   
  そして、僕はこのポーカーの話を、なんと就活の⾯接で必ず話します。 
 世間的に⾒ればただのギャンブル中毒者ですが、その話を堂々とするので 
 す。それはなぜか。ズバリ、ポーカーを好きになった経緯や、努⼒した経 
 緯、⾃分がポーカーを通してどんなことを考えたかを話すことができるか 
 らです。 
  ⾯接では、いわゆるガクチカ（学⽣時代に⼒を⼊れたこと）を話すので 
 すが、⾯接官が⾒ているのはガクチカの凄さではありません。その⼈の⼈ 
 間性と、その話から考えられる再現性を⾒ています。つまり、僕はポー 
 カーの話を通して「⾃分と向き合った経験」と「⾃分の『好き』を⾒つけ 
 る⼒」をアピールしています。そうすることで、企業側が「この⼈はこん 
 な価値観を持っているから、この仕事に向いているな。こんなことを頑 
 張ってくれそうだな。」ということを考えてくれるのです。 

   
  さて、⾊々と⾃分語りをしましたが、この話で結局伝えたいのは「⾃分の『好き』を⾒つける⼒」「⾃分と向き 
 合う⼒」の重要性でした。しかし、世の中には「やりたいことが⾒つからない⼈達」が⼤勢います。そして、彼ら 
 の⼤部分が勘違いしていることがあります。それは、「いつか⾃然とやりたいことが⾒つかるはずだ」「⾃分と向 
 き合って考えれば、やりたいことが⾒つかるはずだ」と思い込んでいるということです。 

   

 2 



   
  断⾔します。本当に⾃分がやりたいこと、⾃分が『好き』と感じることは、実際にやってみないとわかりませ 
 ん。世の中は⼀歩踏み出して初めてわかることばかりです。 
  「継続は⼒なり」ということわざにもあるように、コツコツと何かと向き合い、極めることは世の中では美談の 
 ように語られます。それは間違いありませんが、その「何か」は本当にあなたにとって『好き』だと感じることの 
 できるものなのでしょうか︖ 

  僕は⼤学⽣になってから、⾊んなことに興味を持ち、⾏動し、そしてやめてきました。 

  ⼤学⼀年⽣の頃は⾷べるのが好きだったので、キッチンのアルバイトをしました。当時も 
 ポーカーはしていたのですが、コロナのせいで海外に⾏けずに勉強だけしていました。なので 
 お⾦を稼ぎながら料理のスキルが学べるキッチンでアルバイトをしました。でも、⾷べるのが 
 好きなだけで、お客さんに料理を作るのは別に好きじゃないと思い辞めました。あと飲⾷店バ 
 イトはやっぱりきつかったです。 

  ⼤学2年⽣になってから、ポーカーを本格的に始めました。夏休みには⼀ヶ⽉以上海外を放浪し、 
 ポーカーで稼いでいました。この⼀年間はポーカーで稼いだお⾦だけで⽣活していました。「俺、プ 
 ロになれんじゃね︖︖」とか思ってましたし、実際その実⼒はありました。でも、⻑時間座らなけれ 
 ばいけないことや、収⼊が不安定になることへのメンタルへの問題がある、と実際⼀年間やってみて 
 気づきました。なのでポーカーを本気でやるのをやめました。（今は趣味程度にやってます） 

  ⼤学3年⽣になってからは、筋トレを始めました。これはめっちゃ楽しいです。筋トレは、⾃分が頑張った分、 
 その成果が⽬に⾒えて体に現れます。PDCAサイクルを回し、⾃⼰成⻑する感覚にハマりました。 

  このように、⾊々と始めてはやめてきた⼈⽣ですが、ただやめただけで何も残っていない、というわけではあり 
 ません。 
  キッチンのバイトで得た料理スキルを活かし、友達や家族に料理を振る舞うのは楽しいです。ポーカーも、趣味 
 として楽しみながらお⾦を稼ぐことができます。 
  何かと向き合い、それを極めようとする経験は、⼈⽣の糧になります。 

  さて、これからテーマ回収をしようと思います。テーマは、「三⽇坊主のすゝめ」でした。 

  ⾃分の経験を通して、本気で⾃分と向き合い、⾃分の『好き』を⾒つけるには、「三⽇坊主」にならなければい 
 けない、と僕は思います。 
  何かちょっとでもワクワクすることがあれば、とりあえずやってみる。飽きたとか、⾃分に合 
 わないなぁと思えばすぐにやめてもいいんです。「俺は海賊王になる︕」といい海に出たと思え 
 ば、船酔いがきついし⿂料理が好きじゃないから無理だという理由で陸に帰ってきていいんで 
 す。次は⼭賊王になってみればいいんです。 

  「三⽇坊主」によって、⾃分の『好き』と出会う可能性が増えます。そして、その『好き』な何かを通して⾃分 
 と向き合い、努⼒する経験こそが⼈⽣の糧になります。 

  皆さんも、ぜひ「三⽇坊主」になり、⾃分と向き合ってみてください。 

  ⻑々とした⽂章を読んでいただき、ありがとうございました︕ 
  皆さんの「三⽇坊主」に幸あれ︕︕ 
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